
令和６年度　学校評価シート

職員 児童 保護者

・教職員の研修（進路保障の取組・人権感覚の高揚）を行う。

・教育活動全体における人権・同和教育の視点を明確にする。

・「いじめ防止基本方針」の徹底を図る。

・達成感・成就感を味わわせる教育活動の展開を図る。

・子どもに寄り添い、自己決定させていく指導・支援を行う。

・積極的生徒指導に心がける。

・教育相談の充実を図る。

・情報共有に努め、組織的に対応する。

・責任を持って活動する場を設定する。

・伝え合いを意識した授業や活動を積極的に取り入れる。

・学級経営についての情報交換を行う。

・関係機関との連携を図る（SCなど）。

・特別の教科「道徳」の授業の充実を図る。
　　ねらいを明確にした授業の展開と指導と評価の工夫・改善
　　教材の工夫と活用
　　日常生活との関連

・教育活動全体での道徳教育の推進を図る。

・学校全体で支える風土を醸成する取組を推進する。

・ユニバーサルデザインによる授業づくりに努める。

・校内支援体制の充実を図る。

・個別の指導計画、支援計画を作成し、指導・支援に活かす。

・繰り返し学習や補充学習の充実を図る。
　　朝学習の有効活用
　　家庭学習との関連強化
　　東っ子チャレンジの活用

◆互いの授業を見合う機
会を設定して、指導力の向
上に努める。

・個に応じたきめ細やかな指導を実施する。

・わかる授業のための授業改善を図る。

・自己表出させる授業を工夫する。

・話し合い活動を取り入れる。

・ICTを活用した授業づくりを進める。

・「家庭学習のてびき」の活用と励行に取り組む。

・学校図書館を活用した授業の展開を工夫する。

・読書活動を推進する。

・読書タイムを設定したり、読み聞かせを実施したりする。

自己実現に向けた支援の充実
・キャリア教育を推進する。
　　出会った人の思いに触れ、自己の生き方を学ぶ学習の展開
　　（総合的な学習、生活科、特別活動等）

A A B

・あいさつ、返事、はきものそろえの指導を徹底する。
　　児童会活動による継続的取組の工夫
　　家庭・地域と連携した継続的取組の工夫

A

・望ましい生活習慣や健康管理能力・自己指導能力を育成する。 A

・メディアコントロールの取組を充実させる。 A B

・教科体育の充実を図る。
　　運動の質と量の向上にむけた授業づくり
　　体力テストの結果を踏まえた運動内容の工夫

・運動の日常化を図る。
　　なわとび等の実施，戸外遊びの奨励

・日常給食指導の充実を図る。

・食に関する指導を推進する。
　　栄養教諭による食の学習

・保健指導の充実を図る。 A

・交通安全、防災にむけた行動を育成する。
　　交通安全指導の徹底と避難訓練の計画的な実施

A

・異学年で交流する場を計画的に作る。

・振り返りの場を設ける。

・東っ子を語る会を実施する。

・各種学校行事や授業公開日を実施する。

・こども園、中学校との連絡会、一日入学等を実施する。

・授業を公開する場を設け、子ども理解を進める。

・連携担当者による情報交換を計画的に行う。

・優先順位を配慮した計画的な予算執行に努める。

・働き方改革に向けた職場環境の整備に努める。

・児童、保護者、職員のアンケートを実施し、評価・改善を図る。

・学校評価委員会を定期的に開催する。
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人を大切にできる子
（德）
【自己肯定感の醸成】

人権・同和教育の推進 A A

目標 取組 指導の重点 具体的方策　等

生徒指導の充実 A A A

A

自尊感情の育成 A A A

特別支援教育の充実 A A A

道徳教育の推進 A A A

温かい学級づくり A A A

主体的・協働的な学びのある授業実践 A A B

がんばって学ぶ子
（知）
【きく：聴く訊く】

基礎的・基本的な知識・技能の定着 A A

読書活動の推進 A

地域の特色を生かした教育活動の推進
・ふるさと教育を推進する。
　　地域のこと、もの、ひとを活かした教育活動の推進
　　継続的な取組と発信

A A

家庭学習の定着 B B B・家庭学習の習慣化へ向けた取組を充実させる。
　　学年×１０分の励行
　　自学強化に向けた取組（タブレットの活用等）
　　保護者への啓発

A

保健・安全教育の推進 A A

A B

食育の推進 A A

体力向上プランの推進 A

家庭・地域と連携し、信
頼される学校づくり

積極的な学校公開 A A

保・小・中の連携 A

なかよし班活動の充実 B A A

しなやかでたくましい子
（体）
【自主・向上】

基本的生活習慣の定着 A

B

学校教育予算の効率的な執行と
教育条件の整備

B A

学校評価の実施 A A

A

各種便りの発行
・学校便り、学級便り、ホームページを定期的・意図的に発行・配信
する。

A A

評価

◆今後も計画的に研修を
実施していく。

◆児童の自己肯定感を高
める取組を工夫し、実践す
る。

◆支援体制を強化すると
ともに、継続的に取り組ん
でいく。

◆校内研究、市アクション
プランとの連携を図る。

◆学力調査の分析を行
い、来年度の取組に反映
させていく。

◆目標を決め、それに向
かって頑張り振り返る。
「めあて→活動→振り返
り」を意識して活動してい
く。

◆メディアに関するルール
を親子で話し合って決める
取り組みを今後も継続させ
る。
また、生活リズム（特に就
寝時間）と関連付けて指導
する必要がある。

◆引き続き図書館だより
等で子ども達の読書の様
子を発信する。
「家読シート」などの読書
活動を継続して取り組む。

振り返り
来年度に向けての方策等 学校関係者評価

A

B B

B

メディアへの適切なかかわ
り方ができるように継続して
指導していってほしい。

大雪の影響や高速道路の
工事による交通量増加等
があるので、登下校時の安
全確保について今一度指
導してほしい。

◆体力テストの分析結果
と体育科の学習との関連
を強化する。
◆外遊びに向かうような環
境整備を継続させる。

◆引き続き、給食指導の
徹底を図る。

◆栄養教諭による食の指
導を実施する。

◆今後もおたよりやHP等
で情報発信していく。

◆保小連携は、５年総合と
の関連を図り、成果を得る
ことができた。

◆たより等は定期的に発
行することができた。

子どもたちが落ち着いて授
業に取り組んでいる様子が
見られた。

地域で子どもたちに出会う
ことがほとんどない。元気よ
く学校で授業や活動をして
いる様子が見られ、安心し
た。

こども園交流では、ここ数
年やらされているのでなく、
自分で考えて子どもと関わ
る姿がある。

学力面で気になる部分はあ
るが、児童クラブでは宿題
など自分で進んで取り組む
姿勢がある。また声も掛け
合ってやっているので、普
段の各学級での指導が行
き届いていると感じる。

６年生の発表活動の授業を
見て感心した。表現力が豊
かで、給食時の放送なども
とてもよい。声や伝え方にも
感心している。

今年度は特にPTA活動が
積極的に行われ、地域を巻
き込んだ取り組みがなさ
れ、地域の方々も大変喜ん
でいる。ぜひ継続してほし
い。

◆来年度もチェックシート
に家庭学習や自学につい
ての項目を残し、取り組ん
でいく。


